
,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,MERI NEWS 86
２００５年４月―1

2005年4月 No.86
事　務　局　〒101-0051 東京都千代田区神田神保町3-29 帝国書院ビル5階 q（03）5210-5961
中央研究所　〒299-5105 千葉県夷隅郡御宿町岩和田300 q（0470）68-5111
実証試験場　〒945-0017 新潟県柏崎市荒浜4-7-17 q（0257）24-8300

h t t p : / / w w w . k a i s e i k e n . o r . j p /

平成17年度事業計画の概要 ………………………………2

研究紹介

海水魚の卵，仔魚の生残に及ぼす濁り海水の影響 …4

研究随想

生き物は，しぶとい ……………………………………6

私の研究履歴

今日までそして明日から ………………………………8

トピックス

新・サンプル前処理室のご紹介………………………10

評議員会，理事会の開催………………………………10

第25回全国豊かな海づくり大会でのアオギス展示に

協力………………………………………………………11

人事異動…………………………………………………11

研究成果発表……………………………………………11

行事抄録…………………………………………………12

表紙写真について………………………………………12

目　　　次

台風一過の海水採取作業 （撮影：稲富直彦）



,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,

,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,

86
2―２００５年４月

平成17年度事業計画の概要
当研究所は，これまで蓄積してきた発電所周辺海域における温排水や多様化する沿岸域における環境問題に係る

調査研究の知見等を十分に活用しつつ，国からの業務の受託とあわせ，研究所の特性と役割を生かした地方公共団

体，民間からの業務の受託等にこれまで以上に積極的に取り組むこととしております。

以下に，平成17年度の事業計画の概要をご紹介します。

１．国の委託調査研究

（1）農林水産省「川上から川下に至る豊かで多様性の

ある海づくり事業－発電所取放水内湾漁業影響

調査」

内湾域等に立地している発電所の取放水が漁場

環境に与える影響を把握するため，発電所の取放水

と周辺海域の水質，底質，植物プランクトン，底生生

物等の相互関係について，現地調査データ及び数理

モデルを用いて検討する。また，解析精度向上に必

要な補足調査を実施する。

（2）農林水産省「漁場環境の化学物質リスク対策推進

事業」

①ダイオキシン類の蓄積実態調査

魚介類中に含まれているダイオキシン類の蓄積実態

を把握するための調査を行う。

②蓄積機構解明，削減方策検討調査

ダイオキシン類の魚介類への蓄積機構の解明及び

削減方策の検討に資するため，取込試験を行うととも

に，国民のダイオキシン類の摂取状況並びにダイオキシ

ン類の浄化方策に関する情報を収集する。

③特定内分泌かく乱物質漁場実態把握調査

特定の内分泌かく乱物質による海産生物への影響

実態を把握するため，それらの化学物質が海産生物

の生殖に及ぼす影響について飼育試験等を行う。

④海産生物再生産影響評価技術高度化事業

内分泌かく乱物質による海産生物の再生産への影

響を評価する手法を開発するため，海産生物の曝露

試験を行う。

（3）経済産業省「火力関係環境審査調査－海域調査」

発電所立地に関する環境審査の基礎資料を整備

するため，香川県坂出市地先の海域で水温・塩分，

水質，底質，潮間帯生物，底生生物，動植物プランク

トン，卵稚仔，魚等の遊泳動物，藻場の調査を行う。

（4）経済産業省「火力・原子力関係環境審査調査－発

電所生態系調査手法検討調査」

環境影響調査の合理化及び適切化を図るため，

沿岸海域の生態系に対応した海域環境影響調査方

法の検討及び実海域での適用検討のための調査を

行う。また，成果の最終とりまとめを行う。

（5）経済産業省「大規模発電所取放水影響調査－温排

水生物複合影響調査」

多様な環境条件下での魚介類，海藻類に及ぼす

温排水の複合的影響を解明し，温排水影響予測評

価の高度化に資するため，次の調査研究を行う。

①魚類複合影響試験

水温と低酸素・低塩分等の複合的な要因が魚類

の生残に及ぼす影響を解明するため，クロダイ等を対

象とした試験を行う。

②貝類等複合影響試験

水温と低酸素・低塩分等の複合的な要因が貝類

等の生残に及ぼす影響を解明するため，トリガイ等を

対象とした試験を行う。

③海藻類複合影響試験

水温と光強度・低塩分等の複合的な要因が海藻

類の生育に及ぼす影響を解明するため，クロメ等を対

象とした試験を行う。

④魚類等繁殖複合影響試験

水温と低酸素・低塩分等の複合的な要因が魚類

等の繁殖生態に及ぼす影響及び水温等の遅発影響

を解明するため，シロギス等を対象とした試験を行う。

⑤予測手法検討調査

複合影響試験等で得られた結果を解析し，温排水

影響の予測手法を検討する。

⑥最終とりまとめ

成果の最終とりまとめを行う。

（6）経済産業省「大規模発電所取放水影響調査－発電

所海域ビオトープネットワーク確立調査」

発電所立地によって形成される新しい生物生息空

間（ビオトープ）を生態系の一部として積極的に機能さ

せる方策を検討・確立するため，ビオトープとしての環

境条件，生物群集，注目される生物種の分布・行動

等を調査する。また，藻場造成の適地選定手法等の

検討を行う。
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（7）経済産業省「大規模発電所取放水影響調査－大型

魚類温排水影響基礎調査」

大型魚類の温排水に対する選好・忌避行動を把

握するため，内湾立地発電所前面海域に実験生け

簀を設置し，生け簀内における大型魚類の水温及び

その他の環境条件に対する反応行動を調査する。

（8）経済産業省「大規模発電所取放水影響調査－定着

性生物温排水影響調査」

温排水の定着性生物に対する影響の程度，範囲

等を実証的に把握するため，発電所放水口周辺の浅

海域において定着性生物（海藻類，底生生物等）に

関する野外調査及び野外実験を行う。

（9）文部科学省「海洋環境放射能総合評価事業－海洋

放射能調査，放射能調査等資料の収集・整理，総

合評価のための解析調査及び普及」

原子力発電所等周辺海域及び核燃料サイクル施

設沖合海域において，海洋放射能調査等を行って得

られた結果を解析・整理し，文部科学省に設置され

ている海洋環境放射能総合評価委員会において行

われる総合的，かつ，適正な検討に必要な基礎資料

を取りまとめるため，次の調査等を行う。

①海洋放射能調査

原子力発電所等周辺15海域（北海道，青森，宮城，

福島第１・第２，茨城，静岡，新潟，石川，福井第１・第

２，島根，愛媛，佐賀，鹿児島）及び核燃料サイクル施

設沖合海域（青森県六ヶ所村）の主要漁場等におい

て海水及び海底土の採取並びに海産生物を収集し，

放射性核種分析を行う。

②総合評価のための支援調査

（i）上記①の海洋放射能調査と関連づけ，これを補

完しつつ次の支援のための調査研究を計画的・体系

的に行う。

・生物因子の影響調査

・環境因子の調査

・海産生物予測評価手法の確立

（ii）上記（i）の支援のための調査研究は，その効率を

図るために専門的な知見を持つ公的試験研究機関

等の研究協力を得て，積極的に進める。

③放射能調査等資料の収集・整理

上記①と②の成果及び他機関等の既存調査等

のデータを収集整理し，本事業の総合評価に反映

させる。

④普及等

本事業に係わる成果等について広報・普及を図る。

２．その他の委託調査研究等

（1）二酸化炭素の海生生物に対する影響調査

二酸化炭素の海洋隔離に伴う海水中の二酸化炭

素濃度の増大が海生生物に与える影響について，実

験等を行う。

（2）伊勢湾内のクラゲ発生量予測に関する研究

伊勢湾におけるミズクラゲの発生量等を明らかにす

るため，実海域調査及び室内実験を行う。

（3）遡河性魚類の温度・塩分生理に関する研究

遡河性魚類の仔稚魚期における温度耐性，選好温

度，選好塩分等を明らかにするため，室内実験を行う。

（4）海水系統汚損防止対策運用支援業務

発電所気化器，用水路の安定的運用に資するため，

水路内における付着生物等の調査及び検討を行う。

（5）海域モニタリング調査データ解析に関する業務

火力・原子力発電所で実施された，温排水に関す

る海域モニタリング調査データを解析し，発電所稼働

による影響の程度，範囲を検討するとともに，海域特

性に応じたモニタリング調査手法の検討を行う。

（6）漁場生産力変動評価・予測調査（環境要因分析調査）

漁場環境においてその生産力に影響を与える変動

要因のうち，人為的要因についての実態を把握するた

め，特に内分泌かく乱物質による海産生物への影響

について調査を行う。

（7）広域レベル漁場環境保全方策検討委託事業

沿岸域における環境悪化の原因を明らかにする調

査の一環として，内分泌かく乱物質等の主として河川

に由来する化学物質が海産生物の生殖器官等に及

ぼす影響について飼育試験を行う。

３．所内調査研究

（1）発電所取放水影響の総合的解明と予測の高度化

発電所立地に係わる諸課題の総合的解明と予

測・評価方法の高度化に係わる基礎的調査研究を

行う。

（2）発電所周辺域の環境保全・調和に関する技術開発

取放水による影響の軽減や生態系の保持に向け

た環境保全・調和技術に係わる基礎的調査研究を

行う。

（3）社会的ニーズへの積極的対応と研究開発成果の社

会還元

社会的要請に応じて，これまで蓄積してきた知見・

技術を効率的に活用した希少生物の増殖等に係わ

る基礎的調査研究を行うと共に，これら技術を積極的

に社会に還元する。
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海水魚の卵，仔魚の生残に及ぼす濁り海水の影響

はじめに

海と陸地の境界に位置する沿岸域は，様々な海

生生物の成育場や繁殖場として重要な位置にあり

ます。様々な開発に伴って頻繁に発生する事象と

して，陸域からの土砂の流出による濁りがあげら

れます。ここでは，海水魚の生活史の中で，環境変

化に最も弱いと考えられる卵，仔魚の生残に及ぼ

す濁り海水の影響を調べた結果についてご紹介し

ます。

実験方法と供試材料

土砂と海水を混ぜて濁った海水を調製しても，

しばらく静置すると土砂は底に沈んでしまいます。

そこで，濁りの濃度を均一に保つには，絶えず海

水を攪拌する必要があります。実験では，図１に示

した装置を用いて均一な状態を維持しました。沈

殿を防ぐため，図中のローラー・ポンプの回転軸に

固定した容器は，10秒に１回の割合で上下方向に

回転させました。

土砂には，カオリンと呼ばれる粘土の一種を用

いました。カオリン粒子の平均粒径は4.0μmで，

粒径別の割合は，12.7μm以上が２％，4.0～12.7

μmが50％，4.0μm以下が48％でした。対照区に

は，10,000mg/r に調製した海水を濾過し，粒子を

除去した海水を使用しました。

この実験には，卵ではマダイ，クロダイ，イシダイ

（全て浮性卵），仔魚ではマダイ，イシダイ，イサキを

用いました。卵は，卵割期に濁った海水に入れ24

時間後に清浄な海水へ移し換え，正常孵化率を測

定しました。仔魚は，孵化当日の個体について，そ

れぞれ１，３，12時間曝露した後，直ちに生死判定

を行いました。

結果

320～10,000mg/r のカオリン懸濁海水に曝露し

たマダイ卵の正常孵化率は，いずれの濃度におい

ても対照区と同程度に高い結果が得られました（図

２）。クロダイやイシダイ卵でも，試験区と対照区との

正常孵化率に有意な差が認められませんでした。

32～10,000mg/r のカオリン懸濁海水に曝露し

たマダイ，イシダイ，イサキ仔魚の生残率は，曝露濃

度と曝露時間の増加に伴って低下しました（図３）。

考察

数種の海水魚の卵，仔魚に対するカオリン懸濁

図１ 実験に用いた容器と回転装置

図２ カオリン懸濁海水に24時間曝露したマダイ卵の各濃

度における正常孵化率（３回の繰り返しの平均値を

棒グラフ，範囲をバーで示す）

対象区 320 1,000 10,0003,200

正
常
孵
化
率（
％
） 
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海水の影響は，それぞれの発育段階で大きく異な

り，卵では10,000mg/r でも孵化に影響はありませ

んでしたが，仔魚では曝露した濃度と時間の増加

に従って死亡率が増大しました。この理由として，

丈夫な卵膜に保護されている卵に対し，仔魚には

このような保護膜が存在しないことが考えられま

す。仔魚が外界と接している皮膚は，わずか数μ

mと薄く脆弱です。用いたカオリン粒子の大きさは，

この皮膚の厚みと同程度かそれ以上のため，この

ような粒子による皮膚への摩擦が致死に至る原因

と推定されました。すなわち，高濃度および曝露

時間が長期になるほど仔魚の死亡率が増大したの

は，それらの条件で粒子と仔魚との接触機会が増

加したためと考えられました。

体表にカオリン粒子が付着する状況が，マダイ仔

魚について観察されました（図４）。同じ条件で曝

露したイシダイやイサキ仔魚では，10,000mg/r の

濃度区でも付着が確認されませんでした。図３に

よれば高濃度区における生残率が，他の２種に比

較してマダイ仔魚で高くなっています。死亡率の低

下は，カオリン粒子が付着したマダイ仔魚において，

粒子との直接的な摩擦が減少したことと関連があ

りそうですが，詳細は不明です。なお，付着したカ

オリンの除去は困難でしたので，遊泳が制限され

浮力を消失したマダイ仔魚は，最終的に死に至る

と考えられます。

カオリン粒子の付着は，３種の全ての浮性卵にも

認められ,マダイとクロダイ卵では，1,000mg/r 以上，

イシダイ卵では3,200mg/r 以上で半数以上の卵が

沈下しました。卵，仔魚に対するカオリンの付着は，

マダイに比較してイシダイで少なく，種による違いと

して興味深い結果でした。

この記事の詳細は，Comp. Biochem. Physiol.

Part C  Vol. 120（pp.449－455，1998）に掲載され

ています。

（実証試験場　応用生態グループ　磯野良介）

図３ カオリン懸濁海水に曝露したマダイ，イシダイ，イサ

キ仔魚の各濃度と各曝露時間における生残率（２

～３回の繰り返しの平均値を黒のシンボル，範囲を

バーで示す。白抜きシンボルは繰り返し１回。▲：

１時間，●：３時間，■12時間曝露）

生
残
率（
％
） 

生
残
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％
） 
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残
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％
） 
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図４ 3,200mg/R のカオリン懸濁海水に１時間曝露したマ

ダイ仔魚の状況（図の個体は生存）



電車で通勤するようになっってから一年が経った。

ドアツウドアで約2時間。慣れというのは恐ろしい。

一ヵ月もすると電車内で本を読むようになった。読む

ようにはなったが，すぐ眠るようにもなった。三ヵ月頃

には降車駅直前で起きる技も身についた。生物は

環境の変化に上手く反応する。今回ご紹介するのは，

当所で取り組んでいる課題「塩素処理をした場合の

生物の反応」の一部である。

海水を冷却水として使用するプラントでは，配管系

統などへの汚損生物の付着，成長は，熱交換の効

率低下を招くだけでなく，細管などを損傷させること

がある。この対策として有効な方法の一つに，海水

を電気分解して得られる塩素（海水電解液）の注入

がある。

海水電解液に対する生物の反応

写真1は，常時海水をかけ流している用水路に付

着したムラサキイガイである。この水路では，4月頃か

らムラサキイガイの付着が見られ徐 に々成長した。写

真は用水路清掃を行ない除去する直前の状態であ

る。DPD吸光法により測定した用水の残留塩素濃

度は，概ね0.3mg/L前後であった。

5月の時点で付着していたムラサキイガイの殻長

は，1～7mm程度であった。産卵期間が長いため大

きさも様々である（写真2）。塩素注入による成長抑制

効果があることは分かっている。しかし，このバラツ

キと塩素注入は無関係であろう。0.3mg/L程度の塩

素注入を行っていれば付着を阻止できるはずである

が，上流で空気が混入したためか，用水路内に気泡

が多くみられた。曝気されることにより残留塩素濃度

は低くなっていた可能性がある。このちょっとした隙

をついてムラサキイガイは増加してくる。油断大敵で

ある。

一方，写真3は，近年外来種として話題になってい

る殻長約3cmのミドリイガイである。電解液注入を開

始してからほとんど見られなくなった。ミドリイガイはム

ラサキイガイよりも塩素に弱い。写真のミドリイガイは，

上流で大きくなった個体が海水と一緒に流れ込んで

きて付着したものであろう。塩素が入っていてもこの

ようなことが起こる。ゆめゆめご安心召されるな，一

旦大きくなると生き物の塩素耐性は上がる。
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生き物は，しぶとい

写真1 用水路に付着したムラサキイガイ（H15.7.2）

写真2 用水路で採集したムラサキイガイ（H15.5.21）

写真3 用水路に付着したミドリイガイ（H15.4.30）
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写真4は，塩化ビニール板（30cm×30cm）に付着

したミドリイガイである。この電解液を注入していな

い場所に付着したミドリイガイは，目視で付着が確認

されてから3～4ヵ月程で殻長3～4cmに成長する。ム

ラサキイガイよりも早い成長をすることから，暖かい海

域では養殖も行われている。写真3と4を比較すると

電解液の効能は顕著である。

写真5は，細い管を棲家とするヒドロ虫（ベニクダウ

ミヒドラ）で，冬季，電解液注入停止後，約2週間で

用水路内に付着しはじめた。付着が確認されてから，

1週間で大きな群体に成長していた。電解液注入を

再開した後，ヒドロ虫の成長は見られず，徐 に々枯れ

ていき，1ヵ月後には，ヒドロ虫の空洞の管のみが付

着している程度となった。

ただし，その後の調査で管の中に体を引き込むよ

うなヒドロ虫や管棲ゴカイ類は，電解液を注入してい

ても時々発生するし，室内実験を行った結果，ムラサ

キイガイやフジツボなどよりも格段に塩素耐性が高い

ことが分かった。こうなると前述のヒドロ虫は塩素の

効果で死亡したものかどうか疑わしくなる。

ムラサキイガイを付けないようにするとヒドロ虫が出

てくる。用水路内生態系において環境変化に敏感

に対応する生物の移り変わりの1例である。

海水電解液の効用

プラントの海水系統に付着する生物への対策とし

て，基本的には人力等による物理的掻き落としが行

われているが，腐敗ガスや悪臭による劣悪な作業環

境，作業施設内の危険，投棄場所の確保が困難に

なりつつある。

掻き落としロボット，スポンジボールの装填やフィル

ターによる貝殻の除去など物理的な対策，付着生物

防止用に開発された塗料などの化学的対策が講じ

られているが，全ての問題を解決し得ていないのが

現状である。そのなかで塩素注入は，低濃度でムラ

サキイガイなどの付着防止に効果があるという知見

があり，海水の電気分解によれば安全かつ容易に運

用できることから，産業界では広く採用されている。

また，海水に注入された塩素は，すぐに無機イオン

や有機物に消費され減衰し管理し易いことから，汚

損生物防除の有力な一手法と考えられる。水産種

苗やマガキ出荷時の消毒用としても使われている。

最後に

効用の一方，昨今の環境問題への意識の高まり

に対しては，海水系統へ塩素を注入した場合の効果

と影響の程度，両者のバランスの解明，及び運用時

に付随的に発生が予想される管理，監視手法等の

諸問題の解決を図る必要があろう。

当所では，水温に対する生物の反応について多

量のデータ蓄積を図ってきたが，近年は化学物質が

生物に与える影響についても様々なデータを蓄積し

つつある。化学物質は我々の生活を便利にしただけ

でなく，今では必要欠くべからざるものとして存在す

る。これら「しぶとい」生物との関わりを含め，様 な々

化学物質との上手なつきあい方を提案してゆきたい。

（事務局　研究調査グループ　原　猛也）

写真4 試験板に付着したミドリイガイ（H14.11.27）

写真5 用水路内に付着したヒドロ虫（H15.3.10）
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今日までそして明日から
実証試験場　応用生態グループ　道津　光生

私ごとで恐縮ですが，昨年９月，海生研におい

て私が従事した資源エネルギー庁からの委託事

業の成果をとりまとめることによって，三重大学

にて博士（学術）の学位を取得することができま

した。1977年４月に学部卒で海生研に入所し，研

究の右も左も判らなかった私が学位取得に至っ

た背景には，研究所内外の多くの方々のご指導と

励ましがあったことを感謝し，この場を借りてお

礼申し上げるとともに，学位取得をめざす若い研

究者の方々の今後の参考となればということで，

ここに至るまでの経緯を簡単にご紹介させてい

ただきたいと思います。

海生研において初めて私が従事した事業は環境

庁より委託された魚介類卵稚仔の温度耐性を調べ

るというものでした（温排水環境容量算定基礎調

査）。ここではじめて事業報告書を作成し，印刷物

に自分の名前が載った時の喜びは今も鮮明に覚え

ています。その喜びもつかの間，諸先輩方より，事

業報告書はあくまでも研究所に帰属するものであ

り，研究者は論文を書いてはじめて研究者である

というお話を伺い，愕然としました。当時の私にと

って，研究論文の作成というのは，非常に高いハ

ードルのように思え，学位取得は夢のまた夢という

状態でしたが，柏木正章主任研究員（現在，三重大

学教授）のご指導のもと，木下秀明研究員（現在，

実証試験場長）と共同で実施していた上記の温度

耐性実験のうち，貝類等の無脊椎動物の部分の仕

事をライフワークにできればと漫然と考えていまし

た。まずは，海生研報告への投稿ということで，メ

カイアワビの温度耐性の結果をまとめはじめたの

ですが，1981年４月に野外調査のグループへ配置

転換となり，水産庁からの委託事業（大規模取放水

影響検討事業）の一部を担当することとなりました。

今考えると，前述の温度耐性の研究は２～３年しか

従事していない仕事でしたが，全てが振りだしに

戻ってしまい，大きな脱力感にみまわれました。そ

れでもこれまでの成果をとにかく論文の形で残し

たいと考え，当時の深滝所長代理のご校閲ののち，

アワビおよびハマグリ卵稚仔の温度耐性に関する

成果を海生研報告として，やっと論文にすることが

できました1,2）。これによって，論文作成への抵抗が

かなり緩和されたような気がします。その後，水産

庁の委託事業として福島県沿岸で実施した底生生

物に対する発電所影響に関する事業の成果の一部

をとりまとめて，当該海域のマクロベントスの分布

に関する論文としてはじめて外部の雑誌に投稿い

たしました3）。この論文はレフェリーの方からかな

り厳しい評価をいただきながらも，丁寧なご校閲

とご助言をいただき受理されましたが，今読み返

すと非常に稚拙な論文であり，受理していただい

たことに感謝しております。もし，この論文がリジェ

クトされていたならば，私にとって，その後の論文

投稿のハードルは非常に高いものとなっていたと

思います。

その後，資源エネルギー庁からの委託により，昭

和63年度から平成４年度（1988～1993年）まで実

施された発電所周辺環境の好適化に関する事業

（取放水海域環境最適システム確立調査）のうち，

構造物を岩礁域生物の生息場として有効に利用す

るための調査を太田雅隆主任研究員（現在，中央

研究所所長代理）とともに担当することになりました。

さらに平成５年度からは，新しいスタッフとして野

村浩貴研究員（現海洋環境グループ主査研究員）

が加わり，上記の後継課題である海域環境調和発

電所実証調査（1993～2000年）の中で同様の調査

を継続することができました。海生研における研究

業務は，委託研究が中心となっております。そして，

一つの委託課題が約５年ほどで終了するため，長

期間一つのテーマで研究を進めることが難しいと

いう現状があります。このような状況のなかで私が
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恵まれていたのは，ほぼ12年間の長期にわたり，

一つのテーマの課題に従事することができたこと

だと感じております。前半の最適システムの時代は

暗中模索の状態で，課題をこなしてゆくのが精一杯

でしたが，後半の環境調和の開始にあたっては，

これまでの成果をもとに，太田さん，野村さんとと

もに，最終年度を見据えたかなり綿密な調査計画

をたてることができました。そして，得られた結果

の一部を沿岸海洋研究4,7），水産増殖5），日本水産

学会誌6）に投稿いたしました。これまで，自分とし

てはかなり早い時期から論文作成を心がけていた

ように感じていたのですが，今，改めて振り返って

みますと，学位論文の核となった岩礁域生物に関

する一連の論文を投稿したのは1996年以降で，41

歳からということになり，かなり遅かったということ

になります。

そうしているうちに，一昨年の３月，同期入所の

原猛也・土田修二両氏を通して，海生研入所当時

の上司であった柏木先生より，これまでの論文を

まとめて学位を取得しないかとのお話をいただき

ました。そして，同年10月より研究生として三重大

学に半年間在籍させていただくとともに，柏木先生

を共著者として論文１報8）をとりまとめました。最終

的にはこれを併せて６報3-8）を学術論文として，ま

た，これまでの海生研報告等10報（共著を含む）を

参考論文として提出するとともに，これら内容を一

つにとりまとめることによって学位論文を作成いた

しました。

この一連の研究の内容については，既に海生研

25周年報告会や，1999年のUJNR-CESTパネル等

で発表を行っていたこともあり，学位論文の作成自

体は比較的スムーズに行うことができましたが，そ

れでも，研究生入学手続，柏木先生との共著論文

の作成，学位申請の諸手続等を行わなければなら

ず，この１年間は時間との戦いとなりました。また，

私が大学院の過程を経ていないため語学の試験

が課せられ，英語とドイツ語で書かれた論文を１報

ずつ翻訳いたしました。この間，大学へは，研究生

としてゼミでの研究内容の紹介，予備審査，公開発

表と本審査，そして学位授与式の計４回出向くこと

となりました。

学位取得に際しては，日常の業務に極力支障の

無いように努めたつもりではありますが，この間，

私の意識が所内業務を離れる場面が多々あった

かもしれず，これをサポートしてくださった実証

試験場の皆様にはお詫びとお礼を申し上げたい

と思います。なお，学位の審査に際しては，外部審

査員として当研究所の顧問をしていただいてお

ります，東京大学名誉教授平野禮次郎先生にお世

話になりました。これまでの論文作成に関しては

共著者の方々をはじめ，多くの皆様のご指導，ご

協力をいただきましたが，今後は私が共著者とし

て，できるだけ沢山の論文に名を連ねることがで

きるように，努力してまいりたいと考えておりま

す。海生研における研究成果を論文として外部へ

発表することは，研究者個人の業績としてのみな

らず，海生研を広く知っていただくためにも，極

めて重要なことだと考えます。

なお，この学位論文の基礎となった研究の概要

は，以前，海生研ニュース66号（2000年４月）でご

紹介させていただいております。
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新・サンプル前処理室のご紹介

海生研では食の安全・安心のため微量化学物質等の

生物影響の実態把握に係わる調査・研究にも取り組んで

おります。調査は下のフロー図のように，各地の漁協等

に協力いただき，入手した魚介類は，海生研で試料調製

を行っています。

迅速，的確な業務推進をはかることを目的とし，中央研

究所に生物試料調製室を新築しましたので，その概要を

ご紹介致します。

施設の基本コンセプト

作業人員を６名から８名とし，

試料の搬入から計測，撮影，解体，

ホモジナイズ，梱包等の一連の作

業動線を考慮し，更に作業の効率

化，試料への汚染防止に配慮し室

内配置を設計しました。具体的に

は中央にセンターテーブルを，そ

の両側に流し台，サイドテーブル

を配置し，２ラインでの同時処理

が可能となっています（前処理風

景；写真１，２参照）。また，大気由来の汚染を最小限に

留めることを考慮した空調設備を備えました。

微量化学物質について信頼性のあるデータを得るた

めには，その最終的な分析と同様に，サンプルの前処理

過程が大変重要です。前処理の段階でデータの質が決

定すると言っても過言ではありません。海生研ではこれ

までにも増してデータの質の維持，向上に努めながら調

査・研究を遂行する所存です。今後とも皆様のご理解と

ご支援を賜ります様お願い申しあげます。

（中央研究所　城戸勝利・事務局　研究調査グループ　戸田　聡）

評議員会，理事会の開催

平成17年３月23日（水）に，平成16年度第２回評議員会

を開催いたしました。

第１号議案「次期の理事及び監事の選任について」は，

理事及び監事12名全員の任期満了に伴うもので，会沢理

事，吉田監事が３月31日をもって退任されました。後任と

して城戸理事，落合監事が選任され，他の10名は再任さ

れました。

第２号議案「平成17年度事業計画及び収支予算（案）

について」では，本ニュース２～３頁で掲載の平成17年

度事業計画及び前年度並みの約19億円の収支予算が原

案どおり承認されました。

理事・監事名簿（50音順）（任期 平成17年４月１日～平成

19年３月31日）

理事 石塚　昶雄 （社）日本原子力産業会議常務理

事・事務局長

石丸　　隆 東京海洋大学海洋科学部海洋環境

学科教授

岡本　尚武 （財）電力中央研究所理事・研究企

画グループマネージャー

角湯　正剛 （財）電力中央研究所理事・環境

科学研究所長

城戸　勝利 （常勤）

下村　政雄 （社）日本水産資源保護協会専務理事

宮原　邦之 全国漁業協同組合連合会代表理事

専務

村上　正美 （常勤）

森本　　稔 （常勤）

渡部　終五 東京大学大学院農学生命科学研究

科教授

監事 落合　昭雄 全国漁業協同組合連合会常任監事

塩見　　哲 （財）電力中央研究所理事・経営

企画グループマネージャー

また，平成17年３月25日（金）に，平成16年度第２回理

事会を開催しました。

第１号議案「評議員の選任について」は，石川評議員，

菅原評議員の３月31日付の辞任に伴うもので，後任として

澁川氏，植村氏が選任されました。

写真１ 写真２
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試料採取・送付 
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試料調整 

写真撮影 

体長・体重計測 

データシート作成 

分析機関へ試料送付 

分析データの解析 
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第２号議案「平成17年度事業計画及び収支予算（案）

について」も原案どおり承認されました。

平成17年４月１日現在の評議員名簿（50音順）

植村　正治 全国漁業協同組合連合会代表理事会長

佐藤　太英 （財）電力中央研究所理事長

澁川　　弘 （社）日本水産資源保護協会会長

隆島　史夫 東京海洋大学名誉教授

塚原　　博 九州大学名誉教授

平野　敏行 東京大学名誉教授

宮原　九一 三重県漁業協同組合連合会名誉会長

森　　一久 （社）日本原子力産業会議特別顧問

第25回全国豊かな海づくり大会での
アオギス展示に協力

本年の秋，横浜みなとみらい21を会場として第25回全

国豊かな海づくり大会が開催されます。この行事の中で，

現在の東京湾では絶滅したとされるアオギスの展示が企

画されています。展示用のアオギスの提供依頼を受けた

海生研では，この要望に応えるべく，目下，アオギスの種

苗生産に勤しんでいます。親魚のアオギスは，過去に九

州の曽根干潟で釣獲した個体を用いて経代飼育し，現

在４代目となったものです。展示用のアオギス生産は，

平成16年９月30日に産出された受精卵を用いて開始しま

した。孵化後21日目のアオギスは，10月23日に新潟県中

越地震の大揺れを経験することとなりましたが，幸いにも

この地震によるアオギスへの被害はほとんどありません

でした。本震から一夜明け余震が続く中でアオギスの様

子を観察してみますと，500r の飼育水槽に分散してい

たアオギスは余震直後，瞬時に水槽底へ移動して定位す

るというものでした。このとき，飼育水槽上部からは海水

が溢れ出ていました。このような苦難（？）を乗り越えて，

アオギスは３月１日時点で平均全長12ｃｍまで大きくなりま

した（写真）。今後，これらのアオギスは４月下旬に大会

を主催する神奈川県に分与の予定です。

（実証試験場　応用生態グループ　瀬戸熊卓見）

人事異動

〔事務局〕

◎平成17年３月31日付

・中村　　誠 退職（コーディネーター（研究調査グル

ープ担当））

・戸田　　聡 （財）日本冷凍食品検査協会からの出

向期間満了（研究調査グループ）

・小島　健治 （財）日本分析センターからの出向期

間満了（研究調査グループ）

◎平成１７年4月1日付

・佐藤　　肇 新規研究参事採用（コーディネーター

（研究調査グループ担当））

・渡辺　剛幸 研究調査グループ勤務

・太田　　博 （財）日本分析センターからの出向受

入（研究調査グループ）

〔中央研究所〕

◎平成17年３月31日付

・前河　栄二 （株）エコニクスからの出向期間満了

（海洋生物グループ）

・岡本　　信 （株）エコニクスからの出向期間満了

（海洋環境グループ）

◎平成17年４月１日付

・島　　隆夫 新規研究員採用（海洋生物グループ）

・安達　　大 （株）エコニクスからの出向受入（海洋

生物グループ）

・北野　慎容 （株）海洋リサーチからの出向受入（海

洋環境グループ）

・藤田　弥生 契約研究員採用（海洋生物グループ）

・宮川　明久 契約研究員採用（海洋環境グループ）

〔実証試験場〕

・喜田　　潤 応用生態グループ勤務

研究成果発表

口頭発表

◆第46回環境放射能調査研究成果発表会

（東京・三田共用会議所，平成16年12月）

・稲富直彦．海底堆積物中の放射能核種の鉛直分布

－佐渡海盆における柱状採泥－．種苗生産したアオギス（下の個体）とその親魚（上の個体）
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海生研ニュースに関するお問い合わせは、
（財）海洋生物環境研究所 事務局までお願いします。
電話（03）5210－5961

・吉田勝彦．137Csの海域への負荷に対する海産魚類の

最高濃度の出現時期と継続期間－チェルノブイリ事故

前後の資料と経年変動予測をもとに－．

◆第18回海洋工学シンポジウム

（東京海洋大学　越中島キャンパス，平成17年１月）

・吉本直広・佐藤　徹（東大大学院），吉川貴志．

CO2に対する馴致を考慮した魚類死亡率モデル．

論文発表等

◆吉川貴志（2004）．二酸化炭素が海産魚卵および仔稚

魚に与える影響．海生研研報，No.7, 1-33．

行事抄録

（ ）表示のないものは東京で開催

２／３ 女川原子力発電所海生生物調査データ評価委

員会（仙台）

２／８ 原子力発電所周辺データ解析専門委員会

２／９ 核燃料サイクル施設沖合データ解析専門委員会

２／１４ 海洋放射能検討委員会

２／２１ 温排水生物複合影響調査検討委員会

２／２５ 発電所海域ビオトープネットワーク確立調査検

討委員会

２／２８ 発電所生態系調査手法検討調査検討委員会

３／３ 大型魚類温排水影響基礎調査検討委員会

３／４ 発電所取放水内湾漁業影響調査検討委員会

３／９ 伊勢湾内のクラゲ発生量予測検討委員会

３／１０ 定着性生物温排水影響調査検討委員会

３／１０ 特定内分泌かく乱物質漁場実態把握調査検討

委員会

３／１４ 海産生物再生産影響評価技術高度化事業検討

委員会

３／１７ ダイオキシン類蓄積機構解明、削減方策検討調

査検討委員会

３／２３ 第２回評議員会

３／２５ 第２回理事会

表紙写真について

台風一過の海水採取

海生研では原子力施設周辺海域の漁場を対象とした環

境放射能のモニタリングを行っている。毎年，北は北海道，

南は鹿児島に至る13の道県沖に設定された定点を周り，

海水と海底土を採取している。表紙の写真は2004年10月

12日下北半島沖にて，海水を満たした採水器を揚収する

直前の風景である。この日は台風22号の通過後間もなく，

長いうねりに船は度々大きく揺られる中での作業であった。

採水器の容量は360リットル，海水を満たせば総重量

は１トン近くになり，うねる洋上での揚収作業は甚だ緊張

する（下の写真）。海水が上がってくるまでの手順は次の

ようだ。採水器が予定の深度まで達すると，船上からメ

ッセンジャーと呼ばれる筒状の錘を投入する。メッセン

ジャーはワイヤーを伝って降下，終いに採水器の頭に衝

突する。この衝撃をトリガーに採水器上下の蓋を閉じる

機構が働く。このような機械仕掛けは大海洋学者ナンセ

ン考案の採水器と概ね同様であり，約一世紀変わってい

ないと言えるだろう。音波を利用した索底技術や衛星測

位システム等にサポートされた上ではあるが，一部に旧

態依然とした仕掛けが現役であるところは意外に思われ

るかも知れない。

古典的であれ，シンプルでタフな仕掛けは孤独な洋上

ではむしろ頼りになるものだ。うねりにワイヤーがしゃく

られれば，意図せず機構が働いてしまったり，蓋が閉まら

なかったりという悲しい現象も発生し，いつも平坦では

ない。その度，微調整やらマイナーな改良やら手をかけ

手をかけ海中に送り出し，次第に効率が上がって行く様

は，可愛い息子を育てる古女房との協同作業と言った趣

だろうか。一連の儀式を終え海中から採水器が姿を現

す瞬間はまさに，祈るような気持ちにもなる。

今年も４月から２ヶ月に渡る春の航海が始まる。

（事務局　研究調査グループ　稲富直彦）

採水器の揚収作業




